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町田市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例 

町田市道における道路構造の技術的基準に関する条例（平成２５年３月町田市条例

第１５号）の一部を次のように改正する。 

第３条第２項中「次項」を「第４項」に改め、同条中第５項を第６項とし、第４項

を第５項とし、同条第３項中「前項」を「前２項」に改め、同項を同条第４項とし、

同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 停車帯を設ける第４種の道路については、前項の表第４種の項設計基準交通量の

欄中「１２，０００」とあるのは「２２，０００」と、「１０，０００」とあるの

は「２１，０００」と、「９，０００」とあるのは「２１，０００」と読み替えて

同項の規定を適用する。 

附 則 

この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 



＿部分は改正部分 

町田市道における道路構造の技術的基準に関する条例新旧対照表 

改正後 改正前 

（車線等） （車線等） 

第３条 略 第３条 略 

２ 次の表の道路の区分（地方部に存する道路

にあっては、同表の道路の区分及び地形の状

況）に応じ、計画交通量が同表の設計基準交

通量（自動車の最大許容交通量をいう。以下

同じ。）の欄に掲げる値以下である道路の車

線（付加追越車線、登坂車線、屈折車線及び

変速車線を除く。第４項において同じ。）の

数は、２とする。 

２ 次の表の道路の区分（地方部に存する道路

にあっては、同表の道路の区分及び地形の状

況）に応じ、計画交通量が同表の設計基準交

通量（自動車の最大許容交通量をいう。以下

同じ。）の欄に掲げる値以下である道路の車

線（付加追越車線、登坂車線、屈折車線及び

変速車線を除く。次項において同じ。）の数

は、２とする。 

略 
 

略 

３ 停車帯を設ける第４種の道路については、

前項の表第４種の項設計基準交通量の欄中

「１２，０００」とあるのは「２２，０００」

と、「１０，０００」とあるのは「２１，０

００」と、「９，０００」とあるのは「２１，

０００」と読み替えて同項の規定を適用する。

 

４ 前２項に規定する道路以外の道路（第２種

の道路で対向車線を設けないもの並びに第３

種第５級及び第４種第４級の道路を除く。）

の車線の数は４以上（交通の状況により必要

がある場合を除き、２の倍数）、第２種の道

路で対向車線を設けないものの車線の数は２

以上とし、次の表の道路の区分（地方部に存

する道路にあっては、同表の道路の区分及び

地形の状況）に応じ、同表の１車線当たりの

設計基準交通量の欄に掲げる値に対する当該

道路の計画交通量の割合によって定めるもの

とする。 

３ 前項に規定する道路以外の道路（第２種の

道路で対向車線を設けないもの並びに第３種

第５級及び第４種第４級の道路を除く。）の

車線の数は４以上（交通の状況により必要が

ある場合を除き、２の倍数）、第２種の道路

で対向車線を設けないものの車線の数は２以

上とし、次の表の道路の区分（地方部に存す

る道路にあっては、同表の道路の区分及び地

形の状況）に応じ、同表の１車線当たりの設

計基準交通量の欄に掲げる値に対する当該道

路の計画交通量の割合によって定めるものと

する。 

略 
 

略 

５ 略 

６ 略  

４ 略 

５ 略 
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